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（解体工事・本体工事）

事業計画段階

開発事業の事業段階と環境関連事項の対応の流れ

残土

アスベスト

ＰＣＢ

環境アセス

大店立地法

土壌

・大気汚染防止法
・労働安全衛生法
（石綿障害予防規則）
・廃棄物処理法
・自治体のアスベスト関連条例

・廃棄物処理法
・ＰＣＢ特別措置法
・労働安全衛生法 等

・土壌汚染対策法
・自治体の土壌関連条例

・自治体の残土関連条例
・残土処分場の独自基準

・環境影響評価法
・自治体の環境影響評価条例

・大店立地法
・自治体の大規模集客施設に関す
る指針・要綱等

事業全体工程の遅れ回避のため、早期の着手が理想。

特に、吹付け材等の飛散性が高い建材は、解体工事に先
立ち除去が必要なため、除去工事工程を見込む必要あり。

※下記の各種手続きについては、一般的なものとして示したものであり、自治体の条例等により、一部手続きが異なる場合がある。

• 区域指定されると工法に制限発生
• 対策策定期間や対策コスト必要

土壌汚染が確認された場合、大幅な工程遅れにつながる可能性がある。
⇒土壌汚染による工程遅れ回避のためには、届出までの間の対応が 極めて重要。

搬出直前の残土調査で基準不適合が発覚すると工事ストップや工程
遅れにつながるため、事前に把握できるタイミングで調査

（調査結果の有効期限を自治体等に確認する必要あり）

・工事工程計画作成
・除去費用積算費用積算

処理のために搬出するまで、毎年
保管状況を自治体に報告する

高濃度PCB ： ＪＥＳＣＯで処分
低濃度PCB ： 民間処分（低濃度PCB無害化処理認定施設）で処分

※関東エリアにおける処分期限

高濃度PCB（変圧器・コンデンサ） ⇒2022年3月31日 ←終了しています
高濃度PCB（安定器・汚染物質） ⇒2023年3月31日
低濃度ＰＣＢ ⇒ 2027年3月31日

環境アセスメントの工程は長い
⇒アセスを進めるうえでの必要事項は 早めに策定

大店立地法の届出以降、届出事項に変
更が生じた場合は、原則届出取り下げ

手続きが終わる前に工事着工し、意見が出た
場合、その対応が必要となるリスク有

竣工の1.5年～2年前の提出

届出後8～10ヶ月

・特定施設の有無
・自治体の条例

・発生土量
・残土搬出先
・仮置場の確保等

・建物構造
・建築年数
・地権者

調査時には、停電が必要なことも
あるので、関係者の他、東電や電
気保安協会との調整が必要

・建築年数
・キュービクル・安定器等の有無
・法的手続きの内容等

残土搬出

地歴調査 汚染のおそれ無 法・条例届出

法・条例届出汚染のおそれ有

除去工事 解体工事

情報収集

土量の計算等

情報収集

土壌調査

汚染無

搬出残土調査

分析

事前協議 店舗開店

届出・処分契約

市町村・住民意見

搬出・処理調査

届出、説明会 都道府県意見概要書届出

除却建物の
情報収集

道路・交通協議

事後調査計画書評価書案 住民説明会 見解書現地調査 評価書 工事着手届 事後調査

区域指定・対策検討汚染有 拡散防止対策を講じながらの施工

調査計画書

吹付け材等の飛散性が高い建材は、解体
工事に先立ち除去が必要
⇒除去工事工程を見込む必要有

工程遅れ回避のためには着工前の対応が 極めて重要

除去計画
事前調査

（設計図書確認・目視・採取・分析）



開発事業の推進には、土壌汚染、アスベスト、ＰＣＢ、環境アセスメント等、様々な環

境関連法令の義務を果たす必要があります。

しかしながら、環境問題は多岐にわたり、法・条例体系も複雑であるため、ご担当の皆

様は現場において発生する諸問題の解決に日々お悩みのことと思います。

弊社では社内一貫体制のもとで、一括管理による工程順守、過不足の無い調査・コンサ

ルティングを提供しております。

複雑にからみあう環境関連法令への対応について弊社の技術者、各種サービスの専門能

力をぜひご活用ください。

サービス名 概 要

土壌

土壌汚染対策防止法や条例に基づく手続き

・特定施設や工場の廃止

・一定規模以上の開発
例）有害物質使用あり 900㎡以上

有害物質使用なし 3,000㎡以上
※土対法：改変面積

東京都環境確保条例：敷地面積

関係法令整理、関係機関協議、調査計画、

地歴調査、現地調査

届出書作成、対策提案

自主的な土壌調査

（資産価値把握、事業用地取得 等）
土壌汚染リスク抽出、調査計画、地歴調査

現地調査、対策提案

残土 建設発生土（残土）調査 建設発生土の場外搬出に伴う土壌調査

アスベスト

建材アスベスト調査
設計図書・目視調査(石綿含有可能性建材抽出)

建材中の石綿含有率分析

大気中のアスベスト調査
解体工事、改修工事前、工事中、工事後の気中アス
ベスト調査

ＰＣＢ

ＰＣＢ含有可能性のある電機機器の抽出、確認

ＰＣＢ濃度測定

保管に関する支援（保管場所移動・届出作成）

大規模小売店舗立地法

・店舗面積1000㎡以上

関係機関協議、現地調査、届出書作成、

住民説明、市町村・県意見対応

環境アセスメント

・一定規模以上の開発
例）東京都 市街地再開発事業：施行区域面積20ha以上

高層建築物の新築：高さ100m超、延面積10万㎡ 超

環境影響評価（関係機関協議、現地調査、準備書・
評価書作成、住民協議等）

竣工後の事後調査

環境対策工事 土壌汚染対策工事、アスベスト除去工事

その他

建設作業に伴う環境モニタリング

（騒音振動、大気粉じん、臭気、工事排水等）

シックハウス調査

各種行政対応、住民説明会支援

環境不動産トータルサービス

商品販売（環境関連商品、防災関連商品）

ご提供サービスの概要

各種商品もご案内いたします

THE REBORN LIGHT *１ （MIRAI-LABO株式会社製 独立ソーラー電気街路灯）
電気自動車のリユースバッテリーを利用。発電所や電線が不要で災害時や停電発生時にも消灯することなく
街路灯の機能を発揮。

G-CROSS *１（MIRAI-LABO株式会社製リフィルバッテリー式発電機）
ガソリン不使用。出力中にバッテリー交換を繰り返すことで無制限に電力を継続供給。

X-teraso *１ （ MIRAI-LABO株式会社製発電機不要の充電式特殊LED投光器）
発電機不要、超軽量（約5kg）、防水仕様、ライトアームの向きは自由自在。

Bonddex *２（コンクリート研磨と補修のための特別速乾カラーコンクリート）
補修にはR-SYSTEMS  …超速乾性（施工完了後1時間で車両通行可能）、優れた接着能力、下塗り不要。
美しさにはG-SYSTEMS…カラーもデザインも思いのままに表現可能。施工完了後24時間で研磨可能。

ArmorCote *２ （工業用床向けポリマーセメント）
従来の速乾・早強モルタルよりも優れたクラック防止効果・ブリーディング効果。スキームコート補修に特化して設計。

＊１：当社は販売代理店になります。 ＊２：パートナー企業からの商品紹介となります。

環境配慮
災害対策

デザイン性
耐久性

営業本部
〒101-0047 東京都千代田区内神田2-14-4

内神田ビルディング3階
TEL：03-6206-4321(代)
FAX：03-6206-4320URL：https://www.kankyo-kanri.co.jp/ 2022.09

Ｑ．
アスベストやＰＣＢ
調査は早めに
実施すべき？

Ｑ．
どういった法・条例の
規制を受けるの？
届出はいつまでに出さ
なければならない?

Ｑ．
土壌汚染があっても、
事業全体工程を遅らせ
ない方法はある？

Ｑ．
環境アセスメントは
工程を短縮できない？

Ｑ．
大店立地法の手続き
中に建築工事を着工
しできる？

Ｑ．
土壌浄化やアスベスト
の除去は、どの程度コ
ストがかかる？

お任せください！
環境に関するお悩みもお困りも


	スライド番号 1
	スライド番号 2

